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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CXCケモカインファミリーのメンバーです。このケモカインは、炎症反応の主要なメディエーターの1つです。このケモカインは、いくつかの細胞型によって分泌されます。これは走化性因子として機能し、強力な血管新生因子でもあります。この遺伝子は、ウイルス感染によって引き起こされる一般的な呼吸器疾患である細気管支炎の発症に関与していると考えられています。この遺伝子とCXCケモカイン遺伝子ファミリーの他の10のメンバーは、染色体4qにマップされた領域でケモカイン遺伝子クラスターを形成します。[RefSeq提供、2008年7月]機能：IL-8は、好中球、好塩基球、およびT細胞を誘引する走化性因子ですが、単球は誘引しません。また、好中球の活性化にも関与しています。炎症刺激に反応して、いくつかの細胞型から放出されます。 IL-8(6-77)はIL-8(1-77)と比較して、好中球活性化活性が5～10倍高く、IL-8(5-77)は好中球活性化活性が上昇し、IL-8(7-77)はCX​​CR1受容体およびCXCR2受容体に対する親和性がそれぞれ高い。,オンライン情報：インターロイキン-8のエントリー,PTM：少なくとも末梢血単球、白血球、および内皮細胞から分泌された後、タンパク質分解によってN末端が処理されたいくつかの形態が産生される。一般的に、IL-8(1-77)はインターロイキン-8と呼ばれる。IL-8(6-77)は最もよく知られている形態である。,類似性：インタークリンα（ケモカインCxC）ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用、ケモカイン、Toll-Like、NOD 様受容体、RIG-I 様受容体、ヘリコバクター ピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達、がんにおける経路、膀胱がん。
	画像データ
	

	1:200 に希釈した IL-8 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	1:200 に希釈した IL-8 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。

